
























を解析したところ亜鉛集積において差が顕著であり、Zn-65 を用いた解析から Gifu 系統でより
短時間で上位葉まで輸送されていた。地上部への亜鉛集積を指標として、Gifu、Miyakojima 両
系統の後代約 80 系統による QTL 解析を行ったところ、亜鉛集積に関わると考えられる約 20 の
QTL 領域が得られ、同時に行ったマイクロアレイ解析から Gifu で高発現し、かつ QTL 領域に座
乗する亜鉛輸送体の相同遺伝子を得た。 
 
研究成果の概要（英文）：Among 17 investigated metal elements, zinc accumulation was 
drastically different between two Lotus japonicus cultivars Gifu and Miyakojima. By 
comparing Zn-65 distribution images, zinc uptake and translocation activities were higher 
in Gifu. The zinc accumulation in shoot was investigated with about 80 RILs and several 
major QTLs were found. The genes located on these QTL were investigated based on the L. 
japonicus genome sequence and several genes annotated zinc transporter, which gene 
expression levels were higher in Gifu, were identified. 
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フ ィ な ら び に PETIS(Positron-emitting 




積関連 QTL が存在するかについて QTL 解析ソ
フト(J/QTL 1.3.1)を用いて検討した。 
 













考えられる QTL が、Zn で 10 ヶ所、Sr で 4 ヶ
所得られた。このうち 3 ヶ所の QTL は Zn と
Sr で共通していたが、Sr の残りの 1 ヶ所は














図 1 ミヤコグサにおける 







いて Sr 集積を解析することで、Sr 輸送に関
わる具体的な遺伝子の単離・同定を目指す。 
 






の（図 2 赤矢印）、Gifu において地上部への
高い Zn 集積が認められた。 
Zn 集積の系統間差をより詳細に検証する
ために、Zn-65 の挙動をリアルタイムに画像














図 2 Miyakojima,Gifu における Zn 集積 














を高めたことにより、合計 23 ヶ所の QTL を





染色体 30 cM 付近では、Zn を輸送するトラン













図 3 ミヤコグサ地上部 Zn 集積関連 QTL 






と Gifu の根から抽出した RNA を用いたマイ
クロアレイおよび RT-PCR 法により発現量を
比較すると、IRT1 および ZIP10 の相同遺伝子
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trait locus analysis for seed zinc 
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